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は
じ
め
に

　

兵
士
と
は「
国
家
に
よ
っ
て
強
制
的
に
兵
役
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
存
在
」で
、
平
時

二
〇
～
二
二
歳
の
青
年
男
性
で
構
成
さ
れ
、
二
〇
歳
の
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
者
か

ら
選
抜
・
徴
集
さ
れ
て
入
営
し
た
者
を
さ
し
て
い
る（
１

。）

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
戦

況
悪
化
に
伴
い
、
青
年
男
性
は
現
役
兵
と
し
て
徴
集
さ
れ
、
予
備
役
と
な
っ
て
い
た

壮
年
層
も
召
集
さ
れ
て
い
っ
た
。
戦
場
で
負
傷
や
病
気
を
発
症
し
た
兵
士
は
、
病
院

船
や
貨
物
船
が
航
行
可
能
な
段
階
に
お
い
て
内
地
還
送
と
な
る
。
し
か
し
、
戦
況
の

悪
化
に
よ
り
戦
死
者
の
遺
骨
収
集
や
戦
傷
病
者
の
内
地
還
送
が
困
難
と
な
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
を
端
的
に
表
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
内
地
還
送
の
手
段
が

奪
わ
れ
て
い
っ
た
段
階
で
の
苛
酷
な
現
実
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

出
征
し
た
以
上
は
、
た
と
え
戦
死
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
同
等
の
人
数
を
帰
還

さ
せ
る
こ
と
が
大
前
提
で
、
政
府
・
軍
部
そ
し
て
国
民
も
、
一
貫
し
て
そ
の
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
戦
死
者
の
家
族
は
、
骨
・
髪
・
爪
そ
し
て「
遺
骨
」と
言
い
換
え

ら
れ
た
砂
や
紙
片
で
あ
れ
、
そ
れ
を
身
体
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
旦

原
隊
を
経
て
家
族
の
許
へ
帰
り
、
死
者
儀
礼
を
経
て「
死
者
」と
な
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
２

。）

　
兵
士
は
、
出
征
し
て
戦
場
で
の
戦
闘
に
よ
り
戦
死（
戦
傷
病
死
を
含
む
）
、
戦
傷
病
、

無
戦
傷
病
に
大
別
さ
れ
、
戦
後
復
員
し
た
戦
傷
病
、
無
戦
傷
病
の
人
々
が
戦
争
体
験

者
と
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
戦
争
体
験
者
に
戦
争
を
問
え
ば
、
戦

闘
地
域
別
に
百
人
百
様
の
戦
争
体
験
が
返
っ
て
く
る（
３

。）

表１　兵士の戦闘による時期的変遷

戦　
闘

内
地
還
送

兵士

戦死・戦傷病死

　戦　　　傷

　戦　　　病

〈戦争前期〉

兵士
戦　
闘

戦死・戦傷病死

　戦　　　傷

　戦　　　病

〈戦争後期〉
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年〈
一
九
六
五
〉～
平
成
二
年〈
一
九
九
〇
〉頃
）、〈
記
憶
〉（
平
成
二
年〈
一
九
九
〇
〉～
）

に
分
類
し
て
、
そ
の
時
期
の
特
徴
を
分
析
し
、
戦
争
経
験
者
が「
経
験
の
共
有
」を
前
提

に
語
る
こ
と
の
縮
小
化（
経
験
者
の
少
数
化
）を
論
じ
て
い
る（
７

。）

そ
の
う
え
で
、
戦
時
か

ら
戦
後
に
お
け
る
戦
争
の
語
り
の
系
譜
の〈
い
ま
〉に
議
論
を
置
き
、
戦
争
像
を
提
示

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

吉
田
裕
氏
は
、
数
年
後
に
戦
争
体
験
者
の
直
接
的
な
証
言
か
ら
、
戦
争
の
時
代
を

再
構
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
な
か
か
ら
戦
争
体
験
者
が

い
な
く
な
る
時
代
が
く
る
こ
と
に
関
し
て
警
鐘
も
鳴
ら
し
て
い
る（
８

。）

山
田
氏
は
、〈
戦

争
の
記
憶
〉の
社
会
的
希
薄
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
う
え
で
、

ヒ
ト（
体
験
者
）
か
ら
ヒ
ト
（
非
体
験
者
）
へ
、
と
い
う
段
階
が
終
了
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
ヒ
ト（
非
体
験
者
）
か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）
、
も
し
く
は
モ
ノ（
書
物
、
映
像
、

遺
跡
、
博
物
館
な
ど
）
か
ら
ヒ
ト（
非
体
験
者
）
へ
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
段
階
に
き

て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る（
９

。）

戦
死
者
だ
け
で
な
く
、
現
在
、
体
験
者
ま
で
も
が

九
十
代
後
半
と
な
る
高
齢
化
の
た
め
、「
記
憶
」の
確
認
も
困
難
な
時
期
と
な
り
、
モ

ノ（
書
物
、
映
像
、
遺
跡
、
博
物
館
な
ど
）
か
ら
の
情
報
に
移
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

戦
死
者
の
場
合
は
、
軍
隊
手
牒（
陸
軍
）や
履
歴
表（
海
軍
）等
、
残
さ
れ
た
資
料（

10

か）

ら
軍
歴
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
は
、
関
連
資
料
と
し
て
書
状
な
ど
の
私

文
書
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
の
追
跡
調
査
も
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
個
人
情
報
を
含
む
公
文
書
に
関
し
て
は
、
終
戦
直
前
に
政
府
が
発
し
た
焼

却
命
令
に
よ
り
大
量
の
資
料
焼
却（

11

が）

確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
逃
れ
た
政
府
文
書
は
占
領

軍
の
押
収
対
象
と
な
っ
た（

12

。）

　

今
日
、『
戦
史
叢
書
』や
各
部
隊
史
等
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
作
戦
行
動
や
移
動
状

況
を
含
め
た
大
ま
か
な
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
も
、
あ
る
程
度
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
田
朗
氏
は
、
私
的
な〈
記
憶
〉を
個
別
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
、〈
戦
争
の

記
憶
〉と
し
て
継
承
さ
れ
る
時
、
大
別
し
て
私
的
継
承
と
公
的
継
承
が
あ
り
、
前
者

は
個
人
や
家
族
で
継
承
さ
れ
る
ミ
ク
ロ
な
も
の
、
後
者
は
教
科
書
記
述
に
代
表
さ
れ

る
マ
ク
ロ
な
も
の
と
し
て
、
生
き
残
っ
た
者
の〈
記
憶
〉を
汲
み
取
り
継
承
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る（
４

。）

そ
の
う
え
で
、〈
体
験
〉〈
証
言
〉〈
記
憶
〉と
し

て
最
も
多
く
の
軍
隊
の
体
験
記
録
を
残
し
た
世
代
（
大
正
八
年〈
一
九
一
九
〉～
同
十
年

〈
一
九
二
一
〉生
ま
れ
）
と
、
徴
兵
さ
れ
て
軍
隊
に
入
っ
た
割
合
が
最
も
高
い
世
代（
大

正
十
三
年〈
一
九
二
四
〉～
同
十
五
年〈
一
九
二
六
〉生
ま
れ
）
と
を
比
較
す
る
と
、
後

者
の
方
に
軍
隊
体
験
者
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
験
記
録
が
少
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
戦
場
に
お
い
て
の
経
験
値
の
違
い
で
示
し
て
い
る
。
戦

場
で
の
回
想
を
残
し
て
い
る
最
多
階
層
が
能
動
的
に
行
動
し
て
い
た
の
に
対
し
、
戦

争
体
験
の
最
多
階
層
は
経
験
不
足
で
受
動
的
に
行
動
し
て
い
た
と
す
る
。
回
想
を
残

し
て
い
る
最
多
階
層
の〈
記
憶
〉と
、
戦
争
体
験
の
最
多
階
層
の〈
記
憶
〉と
に
、
微

妙
な
違
い
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
５

。）

徴
兵
で
軍
隊
に

入
っ
た
割
合
が
最
も
高
い
世
代
（
大
正
十
三
年〈
一
九
二
四
〉生
ま
れ
）
は
、
昭
和
十
九

年（
一
九
四
四
）
以
降
の
戦
争
末
期
に
あ
た
る
時
期
に
徴
兵
さ
れ
、
戦
況
が
著
し
く
悪

化
し
た
段
階
に
な
っ
て
か
ら
戦
場
へ
と
向
か
っ
た
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

同
一
地
域
で
あ
っ
て
も
、「
勝
ち
戦
」段
階
か
ら
戦
況
の
悪
化
段
階
に
移
行
し
た
だ

け
で
も
、
大
き
く
異
な
る
。
特
に
激
戦
地
で
は
、
と
っ
さ
の
判
断
や
一
瞬
の
出
来
事

で
生
死
を
分
け
る
場
面
も
あ
り
、
そ
の
時
の「
運
」も
影
響
し
て
く
る（
６
）。

こ
う
し
た
戦

争
体
験
も
、戦
場
か
ら
の
生
還
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
可
能
と
な
る
。

　

成
田
龍
一
氏
は
、
戦
争
体
験
者
を
戦
争
像
の
系
譜
に
つ
い
て
戦
争
を
語
ら
れ
た
時

代
区
分
と
し
て〈
状
況
〉（
昭
和
六
年〈
一
九
三
一
〉～
同
二
十
年〈
一
九
四
五
〉頃
）、〈
体

験
〉（
昭
和
二
十
年〈
一
九
四
五
〉～
同
四
十
年〈
一
九
六
五
〉頃
）、〈
証
言
〉（
昭
和
四
十
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し
か
し
、
そ
の
内
容
は
部
隊
の
動
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
最
前
線
で
戦
っ
た
無

名
の
兵
士
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
資
料（
書
状
・
文
書
類
・
体
験
記
等
）
を

み
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
出
征
先
で
書
き
記
さ
れ
た
書
状
類
は
、
兵
士
一
人

ひ
と
り
の
心
境
等
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
兵
士
が
戦
地
お
よ
び
戦
地
に
準
ず
る
場

所（
陸
軍
は
野
戦
郵
便
局
、
海
軍
は
艦
船
郵
便
所
）
か
ら
内
地
へ
出
す
軍
事
郵
便（

13

は）

、
検

閲
を
受
け
た
う
え
無
料
で
取
り
扱
わ
れ
た
。
軍
事
郵
便
に
関
す
る
研
究
で
日
中
戦
争

関
連
の
事
例
が
多
い
の
は
、
軍
事
郵
便
に
限
ら
ず
日
中
戦
争
関
連
資
料
の
残
存
率
が

高
い
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る（

14

。）

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
資
料
の
残
存
率
は
、終
戦
を
①
内
地（
除
隊
後
）、

②
内
地
の
陸
海
軍
施
設
等
、
③
外
地（
戦
闘
地
域
）の
ど
こ
で
迎
え
た
か
に
よ
り
大
き

く
異
な
り
、
な
お
か
つ
こ
の
順
に
資
料
の
残
存
率
も
低
下
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。

最
悪
な
の
は
外
地
で
武
装
解
除
と
な
り
、
軍
に
関
す
る
も
の
全
て
を
没
収
さ
れ
た

人
々
で
、
皆
無
に
等
し
い
場
合
が
あ
る
。
内
地
で
も
、
陸
海
軍
病
院
に
入
院
し
て
い

る
場
合
は
、
強
制
的
に
焼
却
処
分
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

　

終
戦
以
前
で
あ
っ
て
も
、
南
方
へ
出
征
し
た
兵
士
の
書
状
は
、
極
端
に
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
南
方
諸
島
へ
派
遣
さ
れ
た
部
隊
資
料
は
、
そ
の
戦
闘
が
終
結
し
た

段
階
で
日
本
語
記
載
の
紙
片
、
雑
誌
、
書
類
に
至
る
ま
で
、
米
軍
に
よ
り
情
報
収
集

を
目
的
と
し
て
鹵ろ

獲か
く

さ（
15

れ）

て
い
っ
た
。
そ
れ
が
米
国
国
立
公
文
書
館（
以
下
、「
米
公
文

書
館
」と
略
す
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
鹵
獲
資
料（

16（）

米
軍
が
戦
場
で
押
収
し
た
資
料
）
と

な
っ
て
現
存
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
鹵
獲
資
料
の
中
に
収
納
さ
れ
て
い
る
出
征
前
（
戦
場
未
体
験
者
＝
内
地

記
載
）
と
総
攻
撃
前
（
戦
場
体
験
者
＝
外
地
記
載
）
の
段
階
で
記
さ
れ
た
二
人
の
書
状
を

通
し
て
、
ど
の
段
階
（
第
一
段
階
＝
出
征
前
、
第
二
段
階
＝
上
陸
前
、
第
三
段
階
＝
総
攻

撃
前
）
で
あ
る
か
を
分
類
し
た
う
え
で
、
戦
死
観
の
違
い
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一　
戦
場
の
資
料

　

兵
士
は
、
生
き
て
帰
れ
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
遺
書
を
親
族
へ
託
し
て
出
征
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
戦
死
し
た
段
階
で
遺
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容

に
よ
り
遺
書
と
遺
言
に
使
い
分
け
ら
れ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
遺
書
は
現
役
兵
（
独

身
者
）
が
戦
死
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
自
己
に
関
す
る
こ
と
を
両
親
に
書
き
残

し
た
も
の
で
あ
り
、
遺
言
は
召
集
兵
（
妻
帯
者
）
が
妻
子
の
将
来
（
生
活
面
・
経
済
面
）

に
関
す
る
こ
と
を
両
親
に
依
頼
し
た
も
の
と
し
て
い
る（

17

。）

一
般
論
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
う
し
た
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
現
役
兵
は
、
両
親
に
対
し
て
先
立
つ
不
幸
の
詫

び（
現
状
思
考
）、
召
集
兵
は
残
さ
れ
た
妻
子
の
生
活
の
依
頼（
将
来
思
考
）
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
、
遺
書（

18

は）

生
前
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
、

死
後
の
お
詫
び
な
ど
を
書
き
残
し
た
書
面
で
あ
り
、
遺
言（

19

は）

自
分
の
死
後
に
法
律
上

の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
目
的
で
、
遺
贈
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
方
式
に
従
っ
て
行
な

う
単
独
の
意
思
表
示
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
通
常
、
こ
う
し
た
書
状
は
入
隊
前
に
親

族
へ
手
渡
す
場
合
が
多
い
も
の
の
、
戦
場
へ
赴
く
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階（
出
征
前
、
上
陸

前
、
総
攻
撃
前
）
で
軍
事
郵
便
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

戦
地
か
ら
内
地
へ
郵
送
さ
れ
た
も
の
は
、
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の

前
半
頃
ま
で
は
届
く
も
の
の
、
制
海
権
・
制
空
権
を
失
っ
た
後
半
頃
で
は
、
輸
送
途

中
で
輸
送
機
の
墜
落
や
輸
送
船
の
沈
没
に
よ
り
、
戦
地
に
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た

も
の
も
多
か
っ
た
。
米
軍
は
、
占
領
地
に
お
け
る
部
隊
の
行
動
・
編
制
・
作
戦
計
画

を
詳
述
し
た
日
記
を
は
じ
め
、
日
本
語
記
載
の
あ
ら
ゆ
る
紙
資
料
を
鹵
獲
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
軍
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
の

初
期
に
日
本
兵
の
遺
品
か
ら
押
収
さ
れ
た
日
記
類
は
、
日
本
軍
の
内
情
と
部
隊
の
行
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動
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
情
報
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
の
米
軍
の
作
戦
計
画
策
定
に

影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る（

20

。）

　

鹵
獲
資
料
は
、
日
本
軍
に
関
す
る
情
報
と
し
て
徹
底
的
に
分
析
さ
れ
、
そ
の
後
の

対
日
戦
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
将
校
が
持
つ
機
密
文
書
を

は
じ
め
、
様
々
な
文
書
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
戦
場
で
は
、
日
本
軍
の
将
校
が
大

量
の
機
密
文
書
を
持
ち
歩
い
た
ま
ま
、
奇
襲
に
よ
り
処
分
さ
れ
ず
敵
方
に
渡
る（

21

と）

い

う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
資
料
類
は
占
領
後
、
①
紙
資
料（
文
書
資
料
類
）、
②

物
資
料（
遺
品
類
）
に
大
別
さ
れ
、
保
管
さ
れ
た
。
①
は
、
戦
時
下
の
日
本
軍
か
ら
回

収
し
た
資
料
群
と
し
て
、
占
領
地
に
残
さ
れ
た
一
紙
物
、
雑
誌
類
、
文
書
綴
等
の
文

書
資
料
と
し
て
調
査
・
研
究
さ
れ
、
戦
後
は
米
公
文
書
館（

22

や）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
争

博
物
館
等（

23

が）

所
蔵
し
て
い
る
。
②
は
、
戦
地
で
押
収
し
た
日
章
旗
、
軍
刀
類
か
ら
自

転
車
・
銃
器
等
の
遺
品
類（

24

が）

含
ま
れ
て
い
る
。
返
却
さ
れ
る
資
料
で
一
番
多
く
出
て

く
る
の
は
、
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
連
合
軍
兵
士
が
戦
利
品
等（

25

と）

称
し
て
押
収
し
た
個

人
名
入
り
の
日
章
旗
類
で
、
今
日
で
も
返
還
に
関
す
る
話
題
が
新
聞
を
賑
わ
す
こ
と

か
ら
も
理
解
で
き
る
。

二　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
様
相
と
未
帰
還
書
状

　

米
公
文
書
館
で
発
見
さ
れ
た
書
状
は
、
激
戦
地
の
一
つ
と
さ
れ
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

島（
以
下
、
ガ
島
）
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
島
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
南
端
に
位
置

し
、
別
名「
餓
島
」と
称
さ
れ
た
ほ
ど
戦
闘
状
態
の
な
か
、
食
糧
が
尽
き
て
餓
え
て
死

亡
す
る
と
い
う
、
文
字
通
り
餓
死
者
が
大
量
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
二
人
の
書
状
は
、
米
公
文
書
館
所
蔵
資
料（
鹵
獲
資
料
）
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
四
点
の
書
状
で
あ
る
。
戦
後
、
そ
の
資
料
群
は
米
軍
が
戦
時
中
に

写真１　米国国立公文書館に所蔵されている鹵獲資料
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南
方
で
収
集
し
た
旧
日
本
軍
資
料
と
し
て
整
理
・
保
管
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
代
後

半
に
は
、
そ
の
大
半
が
日
本
へ
返
還
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
部
が
未
返

還
の
ま
ま
、
米
公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
、
「
米

海
兵
隊
記
録
群
（RG

127
）
」の
中
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
、
満
州
、
ガ
島
で
収
集
し
た

「
日
本
軍
鹵
獲
資
料（
一
九
四
二
～
四
五
年
）
」（Entry39A: Captured Japanese 

D
ocum

ents, 1942-1945

）
と
し
て
二
四
箱（

26

が）

保
管
さ
れ
て
い
る
。〔
写
真
１
〕

　

二
人
の
書
状
の
う
ち
一
人
は
ガ
島
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
人
は
確
定
で

き
る
部
分
の
記
載
が
な
い
。し
か
し
、鹵
獲
資
料
そ
の
も
の
が
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
、満
州
、

ガ
島
で
回
収
さ
れ
、
ガ
島
の
資
料
フ
ァ
イ
ル
に
一
括
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

両
者
と
も
同
一
地
域
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
一
人
は
四
通
の
書
状
を
出
征
前

（
第
一
段
階
）
に
記
載
し
た
ま
ま
第
三
段
階
ま
で
所
持
し
、
も
う
一
人
は
一
通
の
書
状

を
総
攻
撃
前（
第
三
段
階
）
に
記
載
し
、
最
終
的
に
何
ら
か
の
形
で
保
管
さ
れ
て
い
た

と
、
そ
れ
ぞ
れ
推
測
さ
れ
る
。
第
三
段
階
に
つ
い
て
は
、
書
状
保
管
担
当
者
や
保
管

場
所
等
に
つ
い
て
の
詳
細
が
不
明
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
、

激
戦
地
を
経
験
し
た
方
々
の
体
験
談
等
を
調
べ
て
み
る
な
ど
、
今
後
の
検
討
が
必
要

な
と
こ
ろ
で
あ
る（

27

。）

結
果
的
に
二
人
の
書
状
は
、第
三
段
階
ま
で
所
持
さ
れ
た
も
の
と
、

そ
こ
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
内
地
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
米
軍
に
よ

り
鹵
獲
さ
れ
た
未
帰
還
書
状（

28

と）

い
う
こ
と
に
な
る
。

（
１
）
野
中
利
保
書
簡

　

一
人
目
の
書
状
は
、
陸
軍
少
尉
野
中
利
保
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

①
両
親
宛
書
状
、
②
姉
宛
書
状
、
③
親
族
宛
書
状
、
④
教
官
・
諸
先
生
宛
書
状
の
計

四
通
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
外
に
同
期
生
、
小
隊
下
士
官
に
宛
て
た
二
通
の
書
状
も

そ
れ
ぞ
れ
封
筒
入
り
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
④
書
状
と
同
様
、
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ま
と
め
た
社
交
辞
令
の
文
言
が
並
ぶ
た
め
、

教
官
・
諸
先
生
宛
の
事
例
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

最
初
に
両
親
宛
書
状
を
み
て
い
き
た
い（
句
読
点
筆
者
）。

①
両
親
宛
書
状（
毛
筆
）〔
口
絵
２
〕

父
上
様
・
母
上
様
、
長
い
間
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
今
日
あ
る
を
得

ま
し
た
の
も
、
誠
に
御
両
親
様
の
御
蔭
と
衷
心
よ
り
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

此
の
鴻
大
な
る
御
恩
に
対
し
、
そ
の
万
分
の
一
に
も
対
へ
奉
る
事
を
得
ず
し
て

今
茲
に
御
別
れ
致
す
事
は
、
私
と
し
て
忍
び
得
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
然
れ
ど

も
忠
孝
一
本
の
此
の
尊
き
日
本
に
於
て
君
に
忠
た
る
は
、
即
親
に
孝
た
る
所
以

で
あ
り
ま
す
。
今
私
の
生
甲
斐
あ
る
一
生
は
終
り
ま
し
た
。
男
子
の
本
懐
と
存

じ
ま
す
。　

陛
下　

の
赤
子
と
し
て
幾
分
な
り
と
も
、
其
の
御
恩
に
報
ひ
奉
る

事
を
得
ま
し
た
の
を
御
喜
下
さ
い
。
私
は
満
足
で
あ
り
ま
す
。
思
（
い
脱
カ
）
残

す
事
は
御
座
居
ま
せ
ん
。
父
上
様
・
母
上
様
、
何
卒
御
身
体
を
御
大
切
に
御
長

生
あ
ら
ん
事
を
遠
く
異
郷
の
天
よ
り
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　

さ
よ
な
ら

利　

保

父
上
様
・
父
上
様

母
上
様
・
母
上
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

（
辞
世
の
句
）

子
等
が
身
の

　
　
　

唯
安
か
れ
と
祈
ら
る
ゝ
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兄
上
を
失
ひ
た
る
事
の
如
何
に
不
幸

な
り
し
か
を
痛
感
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
今
私
も
亦
靖
国
の
神
と
な
り
ま

し
た
。
御
喜
び
下
さ
い
。
男
子
の
本

望
で
あ
り
ま
す
。
何
等
心
残
な
く
安

心
し
て
死
ん
で
行
き
ま
す
。
何
卒
私

の
此
の
戦
死
に
対
し
天
晴
の
一
語
を

賜
ら
ば
、
私
大
満
足
で
あ
り
ま
す
。

私
の
無
き
後
は
、
何
卒
父
上
様
・
母

上
様
を
私
の
分
迄
充
分
に
御
孝
養
願

ひ
ま
す
。
で
は
御
多
幸
な
る
御
身
御

長
生
あ
ら
ん
事
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。

利　

保

御
姉
上
様

　

こ
れ
に
は
、
自
分
の
潔
い
最
期
を
姉
か

ら「
天
晴
の
一
語
」を
賜
り
た
い
と
、
戦

死
し
た
兄
に
続
き
自
分
も
決
死
の
覚
悟
で

戦
地
に
赴
く
こ
と
、
両
親
を
姉
に
託
す
思

い
を
示
し
て
い
る
。
①
②
で
は
、
筆
で
丁

寧
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
入
営
も
し
く

は
出
征
が
近
い
と
思
わ
れ
る
比
較
的
余
裕

の
あ
る
段
階
で
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
入
営
時
に
直
接
手

　

わ
が
た
ら
ち
ね
の

　
　
　
　

御
親
尊
し

　
こ
れ
か
ら
玉
砕
覚
悟
の
総
攻
撃
に
よ
り「
陛
下
の
赤
子
」と
し
て
戦
死
す
る
こ
と
が

「
男
子
の
本
懐
」で
あ
る
と
し
て
、
両
親
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
し
て
い
る
。
末
尾

に
は
辞
世
の
句
を
認
め
、
死
に
際
ま
で
も
子
供
を
思
う
両
親
の
慈
し
み
に
感
謝
し
て

い
る
と
い
う
思
い
を
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
載
年
月
日
や
場
所
な
ど
、
手
掛

か
り
と
な
る
部
分
は
一
切
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
人
の
両
親
に
対
す
る
思
い
を
端
的

に
綴
っ
て
い
る
。
文
面
か
ら
は
、
出
征
が
近
い
段
階
で「
男
子
の
本
懐
」と
し
て
戦
死

す
る
つ
も
り
で
戦
地
へ
赴
く
た
め
、
辞
世
の
句
を
認
め
て
出
征
し
て
い
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
戦
場
未
体
験
な
が
ら
も
、
戦
場
ヘ
向
か
う
勇
ま
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

軍
事
郵
便
で
は
、
部
隊
の
行
動
に
関
す
る
部
分（
日
時
、
移
動
先
等
）
は
一
切
軍
事

機
密
と
し
て
兵
士
に
は
知
ら
さ
れ
ず
、
た
と
え
そ
の
情
報
を
入
手
し
た
と
し
て
も
記

載
し
た
時
点
で
削
除
の
対
象
と
な
っ
た
。
内
地
の
部
隊
で
は
、
軍
の
機
密
事
項
で
あ

る
出
征
日
を
兵
隊
に
は
知
ら
せ
な
か
っ
た
が
、
移
動
が
近
づ
く
と
外
出
が
禁
止
さ
れ

た
り
、
面
会
日
が
特
別
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
出
征
が
近
い
こ
と
が
部
隊

内
に
知
れ
わ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
場
へ
赴
く
緊
張
感
が
走
っ
て
い
っ
た
。
そ
う

し
た
第
一
段
階
に
あ
た
る
出
征
前
の
書
状
と
い
え
る
。

　

両
親
に
宛
て
た
勇
壮
な
書
状
も
、
姉
に
対
し
て
は
兄
弟
な
ら
で
は
の
本
音
も
垣
間

見
ら
れ
る
。
姉
に
宛
て
た
書
状
は
、
次
の
通
り
で
あ
る（
句
読
点
筆
者
）。

②
姉
宛
書
状（
毛
筆
）〔
写
真
２
〕

御
姉
上
様
、
長
い
間
有
難
ふ
御
座
居
ま
し
た
。
持
つ
べ
き
も
の
は
兄
弟
な
る
か

な
の
言
の
如
く
誠
に
姉
上
を
持
つ
私
は
如
何
に
幸
福
な
り
し
か
。
そ
し
て
又
、

写真２　②姉宛書状（毛筆）
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渡
し
す
る
か
、
出
征
前
に
軍
事
郵
便
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し

な
い
ま
ま
戦
場
へ
持
ち
込
ま
れ
た
た
め
、
米
軍
に
回
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
親
族
宛
書
状
と
教
官
・
諸
先
生
宛
書
状
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
①
②
の
筆

で
書
か
れ
た
書
状
と
異
な
り
、
出
征
直
前
に
万
年
筆
で
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
親
族
宛
書
状
は
、
弟
利
宏
の
進
路
に
対
す
る
希
望
を
兄
の
立
場
か
ら
親
族

全
員
に
宛
て
、
そ
の
願
い
を
か
な
え
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
（
句

読
点
筆
者
）。

③
親
族
宛
書
状（
万
年
筆
）〔
口
絵
３
〕

御
父
上
様

御
母
上
様

御
姉
上
様　

へ　
　
　
　

親
類
の
皆
様
方
へ

利
宏
様

長
い
間
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
愈
々
世
界
の
耳
目
を
驚
嘆
せ
し
む
べ
き
作

戦
に
参
加
致
す
の
光
栄
に
浴
し
、
ま
た
誠
に
感
激
の
極
で
あ
り
ま
す
。
男
子
屍

を
馬
革
に
包
む（

29

之）

本
望
に
し
て
何
の
悔
ゆ
る
所
あ
り
ま
せ
ん
。
海
ゆ
か
ば
水
漬

く
屍
、
例
へ
小
さ
な
一
個
の
生
命
を
太
平
洋
の
底
深
く
沈
め
た
と
て
之
が
御
国

の
為　

大
君　

の
御
為
、
御
役
に
立
っ
た
と
思
へ
ば
何
で
あ
り
ま
せ
う
。
御
喜

び
下
さ
い
ま
せ
。

一
度
故
国
を
離
れ
て
は
勿
論
、
生
還
も
期
し
ま
せ
ん
。

で
は
行
っ
て
参
り
ま
す
。
生
前
の
不
幸
は
御
許
し
下
さ
い
ま
せ
。
利
宏
を
必
ず

幼
年
学
校
に
入
れ
て
下
さ
い
。

利
宏
、
必
ず
軍
人
と
な
り
、
再
び

大
君　

の
御
為
、
働
い
て
下
さ
い
。
兄
の
最
大
望
と
要
求
で
す
。

父
子
三
人
、
大
君　

の
御
為
、
働
か
せ
て
戴
く
事
を
思
ひ
、
私
は
笑
っ
て
死
に

ま
す
。
で
は
皆
様
の
御
多
幸
と
御
長
生
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。

　

天　

皇　

陛　

下　

万　

歳

　

出
征
以
前
の
早
い
時
期
に
出
さ
れ
た
①
②
と
は
異
な
り
、
③
で
は
家
族
と
親
類
に

宛
て
て「
一
度
故
国
を
離
れ
て
は
勿
論
、
生
還
も
期
し
ま
せ
ん
」と
い
う
決
意
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
う
え
で
軍
人
で
あ
っ
た
父
に
続
き
自
分
も「
大
君
の
御
為
」に
働
け
る

こ
と
、
弟
を
幼
年
学
校
に
進
学
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
前
提
に「
で
は
行
っ
て
参

り
ま
す
」と
し
て
出
発
直
前
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
利
宏
を
陸
軍
幼
年
学
校
（
以
下
、「
幼
年
学
校
」と
略
す
）
へ
進
学
さ
せ
て

軍
人
と
な
り
、
自
分
に
続
い
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
願
望
で
は
な

く
、
幼
年
学
校
か
ら
陸
軍
士
官
学
校
（
以
下
、「
士
官
学
校
」と
略
す
）
へ
と
進
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
士
官
学
校
へ
入
学
し
て
将
校
に
な
る

者
の
多
く
は
、幼
年
学
校
出
身
者
と
中
学
校
出
身
者
の
二
つ
が
主
で
あ
っ
た（

30

。）

し
か
し
、

そ
こ
に
は
士
官
学
校
の
シ
ス
テ
ム
が
中
学
校
出
身
者
に
は
不
利
に
作
用
し
、
幼
年
学

校
出
身
者
の
み
を
エ
リ
ー
ト
扱
い
す
る
陸
軍
の
露
骨
な
姿
勢
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
兄
と
し
て
の
切
実
な
思
い
が

窺
え
る
。

　

利
保
は
、
同
時
に
教
官
・
諸
先
生
へ
も
書
状
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
万
年
筆
で

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
③
と
同
時
期
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
句
読
点

筆
者
）。
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こ
と
が
「
男
子
の
本
望
」
で
あ
り
「
安
心
し
て
死
ん
で
行
き
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

③
で
は
、「
御
国
の
為　

大
君
の
御
為
」
に
役
に
立
っ
た
と
し
て
「
生
還
も
期
し
ま
せ

ん
」と
し
て
い
る
。④
で
は
、「
御
国
の
為
に
御
役
に
立
つ
て
死
ぬ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

こ
と
と
「
大
君
の
御
為
、
忠
に
生
き
忠
に
死
な
ん
」
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
当
時

の
典
型
的
な
言
い
方
で
あ
る「
天
皇
の
軍
隊（
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」）

と
し
て
生
還
を
期
さ
な
い
と
い
う
こ

と
に
類
す
る
文
言
が
、
両
親
か
ら
関
係
者
に
至
る
ま
で
の
書
状
の
中
に
、
微
妙
な
使

い
分
け
を
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
①
②
は
、
出
征
前
に
お
け
る
挨
拶
と
し
て
両
親
に
対
す
る
思

い
、
両
親
の
面
倒
を
姉
に
託
す
思
い
を
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
③
④
は
、

④
教
官
・
諸
先
生
宛
書
状（
万
年
筆
）〔
写
真
３
〕

教
官
殿

諸
先
生　

長
の
御
指
導
御
訓
育
有
難
ふ
御
座
居
ま
し
た
。
私
の
本
日
あ
る
を
得

ま
し
た
の
も
一
に
皆
様
の
御
蔭
と
深
く
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

御
蔭
様
で
少
し
な
り
と
も
御
国
の
為
に
御
役
に
立
つ
て
死
ぬ
事
が
出
来
ま
し

た
事
を
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

只　

大
君　

の
御
為
、
忠
に
生
き
忠
に
死
な
ん
事
を
慾
し
て
已
ま
ざ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

誠
を
以
て
行
べ
ば
、
何
事
か
為
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
。
喜
ん
で
死
ん

で
行
き
ま
す
。

何
卒
、
皆
々
様
益
々
御
元
気
に
御
暮
し
遊
ば
す
様
、
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

で
は
、
只
今
よ
り
出
発
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
③
と
同
様
に
、
戦
死
す
る
覚
悟
で
出
征
す
る
た
め
、
未
練
を
残
さ
な
い
よ

う
軍
隊
教
育
を
受
け
た
教
官
や
先
生
に
対
す
る
書
状
ま
で
準
備
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を
含
め
世
俗
的
な
こ
と
を
断
ち
切
り
、「
只
今
よ
り
出

発
」す
る
と
い
う
内
地
と
の
決
別
の
思
い
を
記
し
て
い
る
。

　

利
保
書
状
は
、
出
征
前
の
第
一
段
階
で
は
あ
る
も
の
の
、
①
②
が
出
征
前
の
早
い

段
階
、
③
④
が
出
征
直
前
の
段
階
と
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
た
め
の
時
間
的
な
余
裕

に
微
妙
な
差
異
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
端
的
な
事
例
は
、
①
②
を
毛
筆
、

③
④
を
万
年
筆
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

①
～
④
を
整
理
し
て
み
る
と
、
出
征
に
む
け
て
の
決
意
の
微
妙
な
使
い
分
け
も
感

じ
ら
れ
る
。
①
で
は
、「
陛
下
の
赤
子
」
と
し
て
「
御
恩
に
報
ひ
奉
る
」
こ
と
が
で
き

た
の
で
自
分
の
「
一
生
は
終
り
」
と
し
て
い
る
。
②
で
は
、「
靖
国
の
神
」
と
な
っ
た

写真３　④教官・諸先生宛書状（万年筆）
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未帰還書状にみる出征と総攻撃直前の戦死観―米国国立公文書館所蔵鹵獲資料の事例―

お
世
話
に
な
っ
た
親
族
・
教
官
な
ど
に
対
す
る
思
い
を
出
征
直
前
に
、
現
状
か
ら
決

別
す
る
意
味
で
一
気
に
記
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
四
通
の
書
状
は
、

出
征
兵
士
と
し
て
の
内
地（
現
世
）
と
の
決
別
の
思
い
を
両
親（
遺
書
）、
姉（
遺
言
）、

親
族（
遺
言
）、
教
官（
遺
書
）
と
に
書
き
分
け
て
出
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
疑
問
も
残
る
。
何
ゆ
え
利
保
は
、
四
通
の
書
状
を
書
き
終
え
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
さ
な
い
ま
ま
出
征
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
状

を
入
れ
た
四
通
の
封
筒
は
、
直
接
渡
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
、
宛
名
だ
け
で
住
所

の
記
載
は
さ
れ
て
い
な
い
。
手
渡
し
も
郵
送
も
で
き
ず
、
出
征
直
前
の
慌
た
だ
し
さ

か
詳
細
不
明
の
ま
ま
、
戦
場
ま
で
持
参
し
た
こ
と
に
な
る
。
資
料
情
報
が
乏
し
い
た

め
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
戦
場
に
出
て
初
め
て
そ
の
悲
惨
さ
を

味
わ
い
、
き
れ
い
ご
と
で
は
片
付
か
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
上
陸
す
る

第
二
段
階
で
軍
事
郵
便
の
発
送
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
四
通
の
書
状
は
、
最
終
的
に
南
方
の
島
ま
で
持
参
さ
れ
た
結
果
、
米

軍
に
鹵
獲
さ
れ
て
米
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
久
男
書
状
〔
写
真
４
〕

　

こ
の
書
状
は
、
昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）
九
月
三
日
の
ガ
島
に
て
、
こ
れ
以
降
、

総
攻
撃
を
か
け
る
前
に
妻
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、

ガ
島
の
戦
況
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　

米
軍
は
同
年
六
月
末
、
南
太
平
洋
方
面
の
本
格
的
反
攻
計
画
を
正
式
に
決
定
し
、

ソ
ロ
モ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
の
奪
還
作
戦
を
企
画
中
、
七
月
に
米
軍
偵
察
機
が

ガ
島
に
建
設
中
の
飛
行
場
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ
ガ
島
へ
と
変
更（
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さ）

れ
、

日
米
最
初
の
激
戦
地
と
化
し
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
「
陸
戦
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
わ
れ
た
ガ
島
は
、
最
終
的
に
は
累
計
三
万
六
千
人
も
の
兵

力
を
ガ
島
に
投
入
す
る
も
、
食
糧
・
資
材
の
現
地
調
達
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
島
に

大
兵
力
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
を
急
速
に
飢
餓
状
態
に
追
い

込
む
結
果
と
な
っ
た（

33

。）

　

同
年
八
月
七
日
、
大
本
営
直
営
部
隊
で
あ
る
一
木
支
隊
は
、
勤
務
終
了
で
グ
ア
ム

島
を
出
発
直
前
、
米
第
一
海
兵
師
団
が
ガ
島
に
上
陸
し
た
こ
と
か
ら
急
き
ょ
引
き
返

し
、
八
月
十
日
に
第
一
梯
団
、
第
二
梯
団
に
分
け
て
ガ
島
に
上
陸
し
た
。
し
か
し
、

第
一
梯
団
は
二
十
日
の
夜
間
総
攻
撃
で
ほ
ぼ
全
滅
状
態
と
な
り（

34

、）

一
木
支
隊
全
滅
後
、

川
口
支
隊
に
軍
命
令
が
通
達
さ
れ
、
三
十
一
日
よ
り
五
日
間
に
わ
た
り
舟
艇
機
動
作

戦（
35

が）

実
施
さ
れ
た
。
数
回
に
わ
た
り
ガ
島
上
陸
作
戦
を
決
行
し
、
米
軍
の
攻
撃
を
受

け
な
が
ら
九
月
二
日
ま
で
に
上
陸
、
そ
の
後
は
飛
行
場
奪
還
に
向
け
て
何
度
と
な
く

戦
闘
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

久
男
書
状
は
、
最
後
に
総
攻
撃
を
迎
え
る
段
階
と
な
り
、
上
官
か
ら
書
状
（
遺
言
）

と
し
て
認
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
好
転
し
な
い
最
悪
の
戦
況
下
、
成
功
す
る
望
み
が

絶
た
れ
た
状
況
で
あ
っ
て
も
、
作
戦
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
で
九
月
三

日
に
書
き
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
月
日
、
地
名
が
記
さ
れ
た
戦
闘
の
生
々
し
い

状
況
下
、
数
日
後
に
は
総
攻
撃
を
執
行
す
る
段
階
に
お
け
る
遺
言
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
総
攻
撃
前
の
第
三
段
階
で
記
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

九
月
三
日　

ソ
ロ
モ
ン
群
島　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
ニ
於
テ
記
ス

重
大
ナ
ル
作
戦
ニ
参
加
イ
タ
シ　
男
子
ト
シ
テ
無
上
の
喜
ビ
ヲ
感
ジ
マ
ス　
連
日

　
敵
機
の
攻
撃
又
劇
烈
デ
ス　

決
戦
ガ
迫
リ
マ
シ
タ　
散
リ
行
ク
身
ノ
一
筆
残
シ
マ
ス　

生
前
ノ
厚
情　
有
難
ク
思
ヒ
マ
ス　
何
一
ツ
出
来
ズ
残
念
デ
ス
ガ　
私
ノ
一
生
ノ

真
心
ガ　
只
一
ツ
ノ
贈
物
デ
ス　
弱
イ
君
デ
ス　
御
身
御
大
切
ニ　
強
ク
生
キ
テ
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下
サ
イ　
私
ノ
言
葉
ヲ
忘
レ
ズ　
一
本
立
チ
ニ
ナ
ツ
テ
一
日
モ
早
ク
女
ト
シ
テ
ノ

生
活
ヘ
入
ラ
レ
ル
ヨ
ウ　
私
ハ
君
の
身
ヲ
護
リ
マ
ス　
私
の
戦
死
ニ　
万
歳
ノ
一

声
ヲ
叫
ン
デ
ヤ
ツ
テ
下
サ
イ　
君
ノ
今
後
ノ
生
活
ガ　
私
ヲ
生
カ
シ
テ
ク
レ
ル
ノ

デ
ス

立
派
ニ
生
キ
抜
イ
テ
下
サ
イ　
御
多
幸
ヲ
祈
リ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

男

千
代
子
殿

　

こ
れ
は
、
ガ
島
に
上
陸
す
る
た
め
の
戦
闘
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
上
陸
し
た
後
、

飛
行
場
を
奪
還
す
る
た
め
の
総
攻
撃
を
こ
れ
か
ら
開
始
す
る
直
前
に
認
め
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
最
大
の
特
徴
は
、
検
閲
も
な
い
段
階
で
、
死
を
直
前
に
迎
え

た
兵
士
だ
か
ら
こ
そ
、
夫
と
し
て
妻
に
対
す
る
素
直
な
気
持
ち
を
最
大
限
に
表
現
し

て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

書
状
の
文
面
に
は
、
「
大
君（
天
皇
）
」よ
り
も「
君（
妻
）
」に
対
す
る
思
い
の
た

け
を
全
面
に
出
し
て
表
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
天
皇
よ
り
も「
私
の
戦
死
」に
よ

り
残
さ
れ
た
妻
に
対
し
て
、
戦
死
し
て
も
な
お「
君
の
身
ヲ
護
リ
マ
ス
」と
い
う
思
い

を
示
し
た
う
え
で
、「
散
リ
行
ク
身
」で
あ
り
な
が
ら「
一
筆
残
シ
マ
ス
」と
い
う
、

妻
に
対
す
る
今
生
の
別
れ
の
決
意
を
感
じ
さ
せ
る
。
特
に「
一
生
ノ
真
心
ガ
只
一
ツ

ノ
贈
物
」と
い
う
一
文
が
、
妻
に
対
す
る
限
り
な
い
愛
情
を
表
現
し
た
部
分
と
も
い

え
る
。
死
を
直
前
に
し
て
書
か
れ
た
遺
書
と
思
え
る
か
ら
こ
そ
、
文
面
の
切
な
さ
、

や
る
せ
な
さ
が
端
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

戦
時
下
の
書
状
は
多
数
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
が
出
征
前
の
内
地
で
勇
ま

し
く
記
さ
れ
た
第
一
段
階
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
外
地
で
記
さ
れ
た
書
状
は
、
上

陸
前
の
第
二
段
階
、
総
攻
撃
前
の
第
三
段
階
と
な
る
。
戦
況
が
悪
化
し
て
か
ら
は
、

輸
送
機
の
墜
落
、
輸
送
船
の
撃
沈
と
な
れ
ば
、
内
地
へ
送
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

特
に
第
三
段
階
は
戦
況
悪
化
の
最
た
る
事
例
で
あ
る
た
め
、
書
状
の
回
収
は
不
可
能

に
近
い
状
況
と
も
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
久
男
書
状
の
貴
重
さ
が
窺
え
る
。

　

改
め
て
二
人
の
書
状
を
比
較
す
る
と
、
利
保
書
状
は
、
内
地
で「
御
国
」「
大
君
」

の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
で
記
載
さ
れ
、
戦
場
へ
向
か
う
た
め
の
決
意
を
示
し
て
い

る
。
内
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
戦
死
の
実
感
も
な
い
ま
ま
建
前
論
し
か
出
せ
な
い
部
分

と
、
戦
場
を
知
ら
な
い
部
分
で
し
か
書
け
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
久

男
書
状
は
、
「
君（
妻
）
」の
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
思
い
を
抱
い
た
ま
ま
戦
場
で
死

ぬ
た
め
の
決
意
を
し
て
い
る
。
過
酷
な
激
戦
地
で
死
を
覚
悟
し
、
自
分
も
戦
死
を
目

前
に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
本
音
論
を
出
せ
る
部
分
で
思
い
の
た
け
を
振
り
絞
っ
た

写真４　久男書状
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の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
軍
事
郵
便
に
よ
る
検
閲
の
有
無
な
ど
関
係
な
く
、
一
人
の

人
間
と
し
て「
死
」を
覚
悟
し
た
段
階
に
お
け
る
最
後
の
い
つ
わ
ら
ざ
る
言
葉
で
も

あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

戦
時
中
に
出
さ
れ
た
書
状
は
、
入
隊
・
出
征
・
戦
場
等
、
新
た
な
移
動
が
あ
る
時

期
に
節
目
と
し
て
出
さ
れ
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
節
目
と
し
て
大
ま

か
に
第
一
段
階
＝
内
地
記
載
（
出
征
前
）、
第
二
段
階
＝
船
舶
記
載
（
上
陸
前
）、
第
三

段
階
＝
戦
場
記
載（
総
攻
撃
前
）
と
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
人
の
書
状
を
整
理
す
る
と
、
利
保
書
状
は
出
征
前
お
よ
び
出
征
直
前
の
第

一
段
階
に
あ
た
り
、
軍
事
郵
便
で
出
す
こ
と
を
想
定
し
て
検
閲
が
通
る
よ
う
な
文
体

で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
手
渡
し
で
な
く
て
も
、
軍
事
郵
便
で
も
出
せ
る
よ
う
に

日
付
・
場
所
・
部
隊
名
な
ど
、
検
閲
で
削
除
さ
れ
る
部
分
を
表
記
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
も
、
そ
れ
を
含
め
て
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
訓
練
だ
け
で
戦
場

を
知
ら
な
い
ま
ま
出
征
す
る
勇
ま
し
さ
を
全
面
に
、戦
死
す
る
こ
と
が「
男
子
の
本
懐
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
利
保
は
①
～
④
書
状
で
宛
先
別
に
決
別
の
思
い
を
注
意
深
く

使
い
分
け
な
が
ら
、
丁
寧
に
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
て
戦
闘
未
経
験

者
の
書
状
で
あ
っ
た
。そ
こ
に
は
、兵
士
と
し
て
宛
先
別
に
使
い
分
け
な
が
ら
も
、「
御

国
」「
大
君
」の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
久
男
書
状
は
、
総
攻
撃
前
の
第
三
段
階
で
赤
裸
々
な
思
い
を
込
め
て

記
さ
れ
て
い
る
。
戦
場
で
こ
れ
か
ら
総
攻
撃
を
行
な
う
決
死
の
状
態
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た「
証
し
」を
全
て
残
す
か
の
よ
う
に
日
付
・
場
所
を
示
し
、
人

間
と
し
て
の
本
音
を
記
し
て
い
る
。
激
戦
地
ガ
島
で
戦
闘
の
激
烈
さ
を
見
な
が
ら
、

最
終
段
階
に
お
け
る
戦
死
の
覚
悟
で
総
攻
撃
の
直
前
に
書
か
れ
、
た
だ
淡
々
と
妻
へ

の
一
途
な
思
い
を
真
摯
に
書
き
綴
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
大
義
名
分
は
一
切
な
く
、

人
間
と
し
て
夫
と
し
て
の
本
音
で
あ
る「
君（
妻
）
」の
た
め
に
と
書
き
尽
く
さ
れ
て

い
る
。

　

両
者
と
も
死
を
覚
悟
し
て
い
て
も
、
内
地
記
載（
戦
闘
未
経
験
）
と
外
地
記
載（
戦

闘
経
験
）
と
い
う
地
域
差
・
時
間
差
が
感
じ
ら
れ
る
。
利
保
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
数

時
間
後
、
数
日
後
、
数
年
後
、
あ
る
い
は
万
一
終
戦
と
も
な
れ
ば
生
存
で
き
る
可
能

性
も
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
か
し
久
男
は
、
目
の
前
の
激

戦
と
と
も
に
総
攻
撃
を
か
け
る
直
前
で
は
、
生
存
の
確
率
は
絶
望
的
と
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
微
妙
な
温
度
差
が
、
書
面
に
も
表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
人
の
書
状
は
、
戦
場
未
体
験
で
記
さ
れ
た
利
保
書
状（
内
地
記
載
）
の
理
想
論
と
、

激
戦
地
の
総
攻
撃
直
前
に
記
さ
れ
た
久
男
書
状（
外
地
記
載
）
の
現
実
論
と
い
う
、
全

く
異
な
っ
た
環
境
で
異
な
っ
た
立
場
で
記
さ
れ
た
両
極
端
な
書
状
と
い
え
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
両
者
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
書
面
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
注
〉

（
１
）藤
井
忠
俊
「
総
論
」（
藤
井
忠
俊
・
関
沢
ま
ゆ
み
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

第
一
〇
一
集　

村
と
戦
場
〔
共
同
研
究
〕
近
現
代
の
兵
士
の
実
像
Ⅰ　

二
〇
〇
三
年
）。

（
２
）
波
平
恵
美
子
「
兵
士
の
『
遺
体
』
と
兵
士
の
『
慰
霊
』」（
新
井
勝
紘
・
一
ノ
瀬
俊
也
編
『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
二
集　

慰
霊
と
墓
〔
共
同
研
究
〕
近
現
代
の
兵

士
の
実
像
Ⅱ　

二
〇
〇
三
年
）。

（
３
）
保
阪
正
康
『
あ
の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の
か　

大
人
の
た
め
の
歴
史
教
科
書
』（
新
潮
新
書

一
二
五　

二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）
山
田
朗『
兵
士
た
ち
の
戦
場
―
体
験
と
記
憶
の
歴
史
化
』シ
リ
ー
ズ
戦
争
の
経
験
を
問
う（
岩



34

波
書
店　

二
〇
一
五
年
）
二
頁
。

（
５
）
山
田
前
掲
書
、
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
。

（
６
）
山
田
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
。

（
７
）
成
田
龍
一
「
戦
争
像
の
系
譜
―　

状
況
・
体
験
・
証
言
・
記
憶
」（『
岩
波
講
座　

ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
１　

な
ぜ
、
い
ま
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
』　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
五
年
）

五
～
六
頁
。

（
８
）
吉
田
裕
「
兵
士
た
ち
が
語
り
始
め
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
記
憶
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
戦
争
証
言
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（『
証
言
記
録　

兵
士
た
ち
の
戦
争
⑦
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

二
〇
一
二
年
）。

（
９
）
山
田
前
掲
書
、
四
頁
。

（
10
）
軍
隊
手
牒
は
、
各
自
軍
服
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
保
管
し
て
い
る
た
め
、
負
傷
な
ど
に
よ
り
戦

中
に
内
地
還
送
し
て
陸
軍
病
院
を
退
院（
除
隊
）し
て
い
れ
ば
所
蔵
し
て
い
る
確
率
が
高
い
。

入
院
中
も
し
く
は
戦
地
に
て
終
戦
を
迎
え
た
場
合
、
軍
の
命
令
で
焼
却
処
分
さ
れ
る
確
率

が
高
い
。
特
に
戦
地
に
い
た
場
合
、
武
装
解
除
と
し
て
軍
関
連
を
全
て
没
収
さ
れ
る
た
め

残
存
率
は
皆
無
に
等
し
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
）昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
重
要
文
書
類
の
焼
却
が
通
達
さ
れ
た
。
こ

れ
は
陸
海
軍
だ
け
で
な
く
、
府
県
お
よ
び
市
町
村
、
国
民
学
校
ま
で
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
っ

た
。

	

軍
其
ノ
他
ノ
保
有
ス
ル
軍
需
用
保
有
物
資
資
材
ノ
緊
急
処
分
ノ
件

	

　
　

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日　

閣
議
決
定

	

陸
海
軍
ハ
速
カ
ニ
国
民
生
活
安
定
ノ
為
メ
ニ
寄
与
シ
民
心
ヲ
把
握
シ
以
テ
積
極
的
ニ

軍
民
離
間
ノ
間
隙
ヲ
防
止
ス
ル
為
メ
軍
保
有
資
材
及
物
資
等
ニ
付
隠
密
裡
ニ
緊
急
処

分
方
措
置
ス

	

尚
ホ
陸
海
軍
以
外
ノ
政
府
所
管
物
資
等
ニ
付
テ
モ
右
ニ
準
ズ

	

　
（『
昭
和
財
政
史　

終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第
一
七
巻　

大
蔵
省
財
政
史
室
編　

東

　

洋
経
済
新
報
社　

一
九
八
一
年
）
一
五
〇
頁

	

　

な
お
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
の
閣
議
決
定
で
は
、
先
の
閣
議
決
定
を
廃
止
す
る

通
達
が
出
さ
れ
た
。

	

軍
其
ノ
他
ノ
保
有
ス
ル
軍
需
用
保
有
物
資
資
材
ノ
緊
急
処
分
ノ
件
廃
止
ノ
件

	

　
　

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日　

閣
議
決
定

	

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
閣
議
決
定
軍
其
ノ
他
ノ
保
有
ス
ル
軍
需
用
保
有
物
資
資
材

ノ
緊
急
処
分
ノ
件
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

	

『
昭
和
財
政
史　

終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第
一
七
巻
（
大
蔵
省
財
政
史
室
編　

東
洋
経

済
新
報
社　

一
九
八
一
年
）
一
五
三
頁

（
12
）松
尾
尊
兌
「
近
現
代
史
料
論
」（『
岩
波
講
座　

日
本
通
史
』
別
巻
三　

史
料
論　

一
九
九

	

五
年
）。

（
13
）
軍
事
郵
便
は
、
出
征
中
の
兵
士
に
対
す
る
厚
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
逓
信
省
と
連
携
し
て

行
な
っ
た
郵
便
・
通
信
事
業
で
あ
っ
た
。（
熊
谷
直
『
も
っ
と
知
り
た
い
日
本
陸
海
軍
』
芙

蓉
書
房
出
版　

二
〇
〇
五
年
）
一
九
七
～
二
〇
一
頁
。

（
14
）菊
池
敬
一
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便

―
高
橋
峯
次
郎
と
農
民
兵
士
た
ち

―
』（
柏
樹

社　

一
九
八
三
年
）。

（
15
）鹵
獲
＝
戦
勝
の
結
果
、
敵
の
兵
器
や
軍
用
品
を
奪
い
取
る
こ
と
。
戦
利
品
。
こ
れ
が
鹵
獲
兵

器
・
鹵
獲
艦
・
鹵
獲
機
と
い
っ
た
兵
語
と
な
っ
た
。（
寺
田
近
雄『
完
本　
日
本
軍
隊
用
語
集
』

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

二
〇
一
一
年
）
三
三
〇
頁
。

（
16
）仲
本
和
彦
『
研
究
者
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館　

徹
底
ガ
イ
ド
』（
凱
風
社

二
〇
〇
八
年
）
一
二
二
頁
。

（
17
）藤
井
忠
俊
『
兵
た
ち
の
戦
争　

手
紙
・
日
記
・
体
験
記
を
読
み
解
く
』（
朝
日
選
書
六
六
五

　

二
〇
〇
〇
年
）
六
三
～
八
六
頁
。

（
18
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版　

一　
（
小
学
館　

一
九
七
二
年
）
九
六
六
頁
。

（
19
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版　

一
三　
（
小
学
館　

一
九
七
二
年
）
二
九
三
頁
。

（
20
）河
野
仁
『〈
玉
砕
〉の
軍
隊
、〈
生
還
〉の
軍
隊　

日
米
兵
士
が
見
た
太
平
洋
戦
争
』（
講
談
社

選
書
メ
チ
エ
二
〇
三　

二
〇
〇
一
年
）
一
七
九
頁
。

（
21
）河
野
前
掲
書
、 

一
七
九
頁
。
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（
22
）吉
田
裕
、
森
茂
樹
『
戦
争
の
日
本
史
23　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇

	

七
年
）
一
六
四
頁
。

（
23
）田
中
宏
巳
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
戦
争
記
念
館
所
蔵　

旧
陸
海
軍
資
料
目
録
』（
緑
蔭

書
房　

二
〇
〇
〇
年
）。

　
　

	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
戦
争
記
念
館
で
は
、
資
料
を
形
状
に
合
わ
せ
て
整
理
・
保
管
し
て

お
り
、
収
集
対
象
の
資
料
に
つ
い
て
申
請
す
れ
ば
、
後
日
、
撮
影
し
た
資
料
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
）

を
郵
送（
有
料
）し
て
も
ら
え
る
。

（
24
）チ
ャ
ン
ギ
博
物
館（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）で
は
、
日
本
軍
が
残
し
た
自
転
車（
銀
輪
部
隊
）や
銃

器
な
ど
の
遺
品
類
を
数
多
く
展
示
し
て
お
り
、
日
本
軍
が
英
軍
と
降
伏
文
書
を
取
り
交
わ

し
た
机
な
ど
の
貴
重
品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
紙
資
料
類
で
は
占
領
下
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
昭
南
島
と
改
名
し
、
日
本
語
教
育
を
行
な
っ
た
こ
と
を
示
す
教
科
書
な
ど
、
当
時
の

日
本
が
占
領
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
十
年　

筆
者
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
出
張
時
に
見
学
）。

（
25
）ガ
島
の
米
軍
兵
士
の
間
で
、
ま
こ
と
し
や
か
に
さ
さ
や
か
れ
た
戯
れ
言
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。「
ド
イ
ツ
人
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
た
め
に
／
英
国
人
は
国
王
の
た
め
に
／
日
本
人
は
天
皇
の

た
め
に
／
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
は
戦
利
品
を
も
と
め
て
戦
う
」（
河
野
前
掲
書　

二
二
六
頁
）

（
26
）仲
本
前
掲
注
（
16
）
に
は
旧
日
本
軍
鹵
獲
資
料
が
二
四
箱
と
し
て
あ
る
。
筆
者
が
二
〇
〇
九

年
十
二
月
に
米
公
文
書
館（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）で
調
査
し
た
と
き
に
は
、
保
存
箱
に
収
納
さ
れ
て

四
三
箱（
Ｂ
Ｘ
＝
箱
番
号
：
Ｂ
Ｘ
１
～
Ｂ
Ｘ
43
）と
変
更
さ
れ
て
い
た
。

（
27
）藤
井
前
掲
論
文
。

（
28
）鹵
獲
資
料
の
調
査
は
、
二
〇
〇
九
年
に
実
施
し
た
。
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
書
状
は
二
名

分
で
、
一
名
は
両
親
、
姉
、
親
族
、
教
官
・
諸
先
生
、
同
期
生
、
小
隊
下
士
官
兵
宛
の
六
通
、

あ
と
一
名
は
妻
宛
で
計
七
通
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）「
裹
二

屍
馬
革
一

」
屍
を
馬
の
革
で
裹
む
＝
戦
場
で
死
す
る
（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
四　

大
修
館

書
店　

一
九
五
七
年
）
一
五
二
頁
。

（
30
）野
邑
理
栄
子
『
陸
軍
幼
年
学
校
体
制
の
研
究　

―
エ
リ
ー
ト
養
成
と
軍
事
・
教
育
・
政
治

―
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
六
年
）
八
頁
。

（
31
）吉
田
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

（
32
）河
野
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

（
33
）山
田
前
掲
書
、
八
一
頁
。

（
34
）河
野
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

（
35
）川
口
支
隊
ノ
舟
艇
機
動
作
戦
ニ
関
ス
ル
覚
書
」（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

　

南
太
平
洋
陸
軍
作
戦
〈
１
〉

―
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
・
ガ
島
初
期
作
戦

―
』
朝
雲

新
聞
社　

一
九
六
八
年
）
三
九
六
頁
。

〈
追
記
〉

　

私
事
で
は
あ
る
が
、
筆
者
の
伯
父（
父
の
兄
）は
ス
マ
ト
ラ
島
パ
レ
ン
バ
ン
で
、
母
の
叔
父
は
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
そ
れ
ぞ
れ
戦
死
し
て
い
る
。
父
方
の
伯
父
が
出
征
時
に
九
州
か
ら
実
家
に
送
っ

た
手
荷
物
は
、
全
く
届
か
な
い
ま
ま
別
便
の
書
状
だ
け
が
届
い
た
。
結
果
的
に
書
状
だ
け
で
は
あ

る
が
、
親
族
と
し
て
は
知
ら
せ
が
届
く
の
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
ま
し
て
や
戦
場
の
書
状
な

ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
二
人
の
書
状
以
外
に
も
、
海
外
の
博
物
館
等
の
関
連
施

設
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
書
状
が
海
外
に
保
存
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
改
め
て
「
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
現
実
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
書
状
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
急
に
親
族
へ
返
還
で
き
る
よ
う
切
に
願
い
た
い
。

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

木

克
己
（
き
り
ゅ
う
・
か
つ
み
）　

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
福
島
県
生
ま
れ

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

現
在
し
ょ
う
け
い
館
（
戦
傷
病
者
史
料
館
）
学
芸
課
長

論
稿
：
「
戦
前
と
戦
後
の
金
次
郎
像
」『
蕨
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
』
第
一
号　

二
〇
〇
四
年
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